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はじめに 

 1980 年代頃までのわが国の夫婦関係は、高度経済成長期に性別役割分業家族が成立して以

来「男性は仕事、女性は家事・育児」という役割分担は家族の一般の家庭のあり方としてそ

のイメージは現代においても根付いている。Mitscherlich.A.(1963)の言う「父親の不在」と

「母子密着型」の子育ては、女性研究・母親研究の進歩や女性の高学歴化・社会進出に伴い

見直された。「育児ノイローゼ」、「育児不安」、「育児ストレス」が世の中に浸透し、父親の役

割は威厳のある父親像からやさしく子どもの子育てに積極的であることが評価されるように

なり、以前の性別役割分業型の子育てから夫婦協力型子育てへと推移していった。以降、女

性の生き方は多様化し、平成 9 年に子育て期の母親は専業主婦よりも仕事を有しながら家

事・育児をこなす兼業主婦が上回って以来、増加傾向にある（内閣府男女共同参画局，2010）。

母親の就労は二重役割による過労の危険性はあるものの、家事・育児を夫婦で分担すること

を促進し、子どもと一時的に離れ閉鎖的な育児を防ぐこと、仕事関係のコミュニティ、自身

の収入の獲得、自身の成長(平田、1999；加藤・中島、2011；澤田、2006)などの母親の心身

の健康に良い影響が報告され、母親の自己実現につながっていた（平山・柏木，2005）。一

方で専業主婦は閉鎖的な育児環境により育児不安やストレスと直面しやすいことが言われて

いる(平山、1999；荒牧・無藤、2008；加藤・中島；2011)。ところが、母親が社会に自己実

現を求めることが家庭へ悪影響を及ぼす可能性が示唆された（小倉，2010）。夫婦は互いの

感情が相互に作用し、家庭に対する影響も生じさせる（黒澤，2012；島田・島津・川上，2012）。

専業主婦の母親が自身の生活に満足し、のびのびと子育てができ、子どもが健やかに成長し、

家庭円満になる術の検討が求められている。 

  

 

第1節 本研究の目的と意義 

 「父親自覚的行動」は母親の精神的安定が図られ、育児に前向きな動機付けとなると示唆

された（中島・高橋・國清・今関，2005)。また、夫の育児参加が夫婦満足度への直接的な

関係が有意ではなく、その媒介として家族・家庭に対する貢献感によるものである（朴・金・

近藤・桐野・中嶋，2011)。ことから夫の育児参加に対する積極的な気持ちが母親の満足感

へ影響が生じていると考えられる。 

 また主観的な自己成長や自己達成感は自己効力感を高め、ポジティブな影響を与えること

から、自己実現もまた類似の影響を生じさせることが推測できるうえ、生涯においてその効

果が期待できる。夫からのサポートによって母親の趣味や余暇活動の中で自己実現は可能で

あろうか。 

 そこで本研究の目的を①夫の育児サポートは母親の生活満足度にどのように作用している

のか、②母親は自身の「満足」をどのように規定しているのか、③母親の自己実現は可能で

あるのかを検証することと定めた。 

 

第2節 研究方法 

1.対象 



 
 

 対象は K県内の子育て支援施設を利用している母親、または機縁法により選出し、2才〜

3才の子どもを持つ既婚の専業主婦の母親とした。面接調査を行った母親は 13名であり、そ

のうち有効回答は 10名であった。 

 

2.期間 

 調査期間は 2013 年 8 月から 2013 年 10 月であった。 

 

3.調査内容 

①アンケート 

 家族全員の年齢、夫婦の職業、結婚年数、子どもの数、それぞれの子どもの性別、年齢、

所属(中学以上、小学校、幼稚園、保育園、無所属)について回答を求めた。また現在の生活

満足感を VAS（Visual Analog Scale）を用いて 10段階評価で記入してもらった。 

②半構造化面接 

 回数は１名につき１回、平均 40 分の面接を行った。面接では、「夫についての満足感」、「子

どもとの関係についての満足感」、「家庭以外の生活状況についての満足感」に関する質問し、

母親の生活全般の満足や要望について具体的なエピソードを話してもらった。 

 

4.分析方法 

 本研究の分析には改訂版グラウンデット・セオリー・アプローチ（木下，2003）（Modified 

Grounded Approach ; M-GTA）を用いた。 

 

 

第 3 節 分析結果 

 母親の語りを分析した結果、13 つの概念（以下＜ ＞）、11 つのサブ・カテゴリー（以下

【 】）、3 つのカテゴリー（以下｛ ｝）が生成された。 

 概念は、＜夫からの育児サポート＞、＜夫からの家事サポート＞、＜夫からの情緒サポー

ト＞、＜親・義親からのサポート＞、＜公共の育児サポート＞、＜夫の育児の不適切さ＞、

＜夫との価値観のちがい＞、＜余暇時間のなさ＞、＜母親の体力・体調の問題＞、＜育児に

関するストレス＞、＜サポートシステムへの不満＞、＜友人関係＞であった。概念には、さ

らに下位概念が含まれていた。「概念」よりサ上位の概念であるサブ・カテゴリーは、【夫か

らのサポート】、【夫婦間のストレス】、【家事・育児参加への促し】、【夫の成長・変化】、【夫

への感謝】、【生活上のストレス】、【余暇活動】、【ソーシャルサポート】、【夫へ望むこと】、【育

児のよろこび】、【家族のよろこび】であった。そして最終的に最上位カテゴリーとして｛サ

ポート｝、｛家庭内の人間関係｝、｛ストレス｝が生成され、それらは母親の生活満足へのプロ

セスを説明していた。 

 

第 4 節 考察 

 「母親の生活満足」を規定する概念は、｛サポート｝、｛家庭内の人間関係｝、【家族の喜び】、

【夫への感謝】、【余暇活動】であり、最も遠い概念が｛ストレス｝であった。 



 
 

 ｛ストレス｝に含まれる主概念である【夫婦間のストレス】を満足へ向かわせるプロセス

は、夫が母親からの【育児・家事参加への促し】に応え、夫が【成長・変化】を起こすこと

である。母親はその【夫の成長・変化】による【夫からのサポート】増加に【夫への感謝】

を覚え【育児のよろこび】を感じる。サポートにより心理的余裕が生まれるため、子どもへ

の愛情を深め、夫と共に子どもを養育し、家族の時間をかけがえのないものと捉えることを

【家族のよろこび】とし、それは母親の生活満足を支える主要因となっていた。【生活上のス

トレス】を満足へ向かわせるプロセスを検証することはできなかったが、＜余暇時間の少な

さ＞は＜夫の理解のなさ＞、＜夫との価値観の違い＞との関連を示していることから、夫と

のコミュニケーションをもち夫婦間の理解を深めることで緩和させることが可能であると推

測される。 

 【余暇活動】は【夫からのサポート】、【ソーシャルサポート】、＜友人関係＞によって支え

られ、【夫への感謝】につながっていた。また【余暇活動】は、母親の語りから、「成長欲求」

や「達成欲求」を満たすことが可能であることが示された。 

 本研究において、「自己実現」を達成することが可能であるかは明らかにすることはできな

かった。しかし人間としての高次な欲求が【余暇活動】によって実現することが可能であっ

たことが示された。また、専業主婦の母親の【余暇活動】が有職の母親にとっての「仕事」

のはたらきは、完全に一致することはないが、家庭以外のコミュニティを築き、短時間では

あるが一時的な家事・育児からの解放があり、自分の成長につながるという点で類似性がみ

られた。ただし、「仕事」における“自身の収入を得る”責任や生産性という点は専業主婦の

母親の【余暇活動】とは異質のものであった。専業主婦の母親にとって自己実現が困難と言

われる由縁は、母親が子どもを含めた「家庭」に尽くす「母親性」にあると考えられるが、

現状を受け入れることや課題をクリアしていく向上心が自己実現のための大切な行動である。

専業主婦の母親において自己実現は困難であるが、【余暇活動】をはじめ、自らの課題を楽し

みながらこなすことで日々の生活の中でモチベーションを保っていくことが自己実現の第一

歩となり、このような認知は長期にわたり作用すると考えられる。 
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